
 

「小諸市学校再編計画（案）」に対するパブリックコメントの実施結果 

 

１ パブリックコメントの実施状況 

 (１)意見募集期間 

  令和５年６月 12 日～令和５年７月 12 日 

(２)計画案の公表方法 

 ①小諸市ホームページへの掲載  

 ②小諸市役所（１階展示情報コーナー・２階教育委員会窓口）、文化センター、図書館に閲覧

用として設置 

 (３)募集方法 

  ①郵送 

  ②電子メール 

  ③直接持参 

  ④google form 

 

２ パブリックコメントの実施結果 

 (１)意見等の提出者数 

  ９名 

 (２)意見等の件数 

  14 件 

 (３)提出方法の内訳 

  ①郵送 0 名 

  ②電子メール ３名 

  ③直接持参 ３名 

  ④google form ３名 

 (４)提出された意見等の概要とそれに対する小諸市教育委員会の考え方 

  ＜別紙１＞のとおり 
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No 意見・質問 回答 

１ 現場の声をよく聞いていく。管理職だけで

はなく、現場の担任教科担任の先生方など

の声が大切です。 

現在校長会を中心に小中一貫教育について

検討をさらに進めるための組織を立ち上げ

ました。 

今後は各校の校長を中心に、教員の意見等を

集約していく予定です。 

２ 子どもたちにも自由に意見を言っていた

だく場が今後あるといいですね。 

正副児童会長に学校の声をまとめてもら

うのも良いですね。 

新しい学校づくりについては、教員、子ども

たち、保護者、地域の方にもご意見をいただ

きながら進めていきたいと考えております。 

３ 信濃小中学校のことを良く聞かれます。行

ってみた方が良いです。義務教育学校の前

校長 2 人本当ですか？私もわかりません。 

30 人以下学級でした。中 3 も 80⇒

27+27+26のクラスで町費の教員をたくさ

んやとっていました。 

平成 29 年より実施していた小諸市長期学校

改築計画検討会でも信濃小中学校を視察さ

せていただきました。年数も経過し、様々な

状況に変化があるかと思いますので、改めて

視察させていただくことも検討してまいり

ます。 

４ ２日とも市民説明会の人数が少ないこと、

原因を考えるべきですね。 

令和５年に入り、市内６小学校で各１回ず

つ、芦原中学校で２回の市民説明会を実施い

たしました。また、学校再編に関わる検討状

況は市ホームページや広報等を活用し公表

しております。そのため、一定程度のご理解

をいただけたため、今回の参加者数となった

のではないかと考えております。 

なお、今回の市民説明会及びパブリックコメ

ントの周知については、隣組回覧、市ホーム

ページを活用いたしました。また、小中学校

の保護者向けには情報伝達ツールのスクリ

レを使用し、幼稚園、保育園の保護者には文

書でのご案内をしております。 
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５ 小諸市学校再編計画（案）Ｐ２１（２）

建物配置案とゾーニング案について 

１）既存校舎を小学校として使うとリス

クを伴うと思われます。 

→建築基準法上、小学校と中学校の

階段の蹴上寸法が異なります。その

時、階段は取り壊して改修する必要

が生じるのではないでしょうか？ 

 

 

１）現在の計画案のゾーニングはあくまでも

イメージとなります。ご指摘いただいた階段

の寸法については、平成 26 年に国土交通省

より発出されております「小学校の階段基準

の合理化に関する告示」を参照し、適切に対

処いたします。 

 

２）児童と生徒のモデュールについ 

（家具寸法や手洗い等の高さ、窓の腰

壁高さ等考慮が必要） 

提案１）上記等を考慮すれば、中学校は

既存の位置とし、小学校は３校統合とな

るので、面積は広さを要するのはわかり

ますので、既存の中学の一部を整理し小

学校として改修する。他は小学校を緑の

位置に新設したらどうでしょうか？小学

校用の運動場とも連携が取れます。 

 

 

 

提案１）上記でも記載しましたとおり、建築、

内装を含め設計についてはこれから実施し

ていくこととなります。今後、設計作業を進

める中でいただいたご意見も参考にさせて

いただきます。 

 

提案２）職員用、スクールバスの駐車場

について相当の面積が必要になると思わ

れます。現在は、建物周辺に無作為に駐

車されている様に見えますが、歩車道の

分離は必要だと思います。旧芦原保育園

を解体し、駐車場としたらいかがでしょ

うか？ 

 

以上詳細なプランがわからないので推察

ですが提案します。 

提案２）職員駐車場、スクールバスの駐車回

転スペースについても検討が必要であると

考えております。様々な解決策を検討する中

で、芦原保育園の活用方法についても合わせ

て検討してまいります。 

 

 

 

６ 懇話会でもお伝えしたことではあります

が、改めてお伝えいたします。 

① 「小中のソフト面をつなぐ工夫」小中

が併設校になったとしても、それだけ

で小中学生のくらし・学びが重なって

くるとは限りません。そこで働く先生

 

 

① これからの社会変化を見据え教育を大

事にこれまでも検討してきており、子ど

もたちの育成のために小中一貫教育を

すすめる方針といたしました。現在、校
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方の意識変化や精神的な余裕、時間的

な余白が必要になってくると感じてい

ます。逆に言えば、そうしたところを

つなぐ工夫も含めて打ち出せれば、小

諸市の教育がウリとして移住検討者に

もアピールになるものと思います。た

とえば授業を教えず小中の先生の授業

改善を伴走するスクールコーチを別で

雇うなども手かなと。先生方を巻き込

んだ動きをじわじわと始めるのがよい

と思いますし、自分にも何かできるこ

とはないかな？と関心を向けていこう

と思います。 

長会を中心に小中一貫教育推進委員会

が立ち上がり、検討を進めております。 

ただし、ご指摘のとおり、小中一貫教育

にしたからすべてがうまくいくとは考

えておりません。小中の教員が目標を共

有したうえで、子どもたちの交流を促し

ながらそれぞれを育てていくなど様々

な工夫が必要であると考えております。

そのための人的サポート等の必要性も

含め、子どもたちのより良い育ちにつな

げていけるよう検討を進めてまいりま

す。 

 

② 「高校再編との関連」管轄違いで難し

いと思いますが、小中も高校も、時期

同じくして再編の動きがあるというの

は、統一的なねらいをはっきり打ち出

せれば、これまた「小諸市の教育が変

わる」とウリになると思います。 

② 子どもの育ちは小中学校だけではなく、

幼稚園保育園から繋がり、高等学校へと

継続していきます。まずは、義務教育の

期間についてしっかり検討し、その後、

幼稚園保育園、高等学校との接続につい

ても検討をしてまいります。 

③ 「市民に開く場づくり」これからの学

校は、ますます社会に開き、社会に根

ざしたものになっていくべきと思いま

す。安全面での検討事項をクリアする

ことは前提となりますが、地域とのつ

ながりを生む工夫は必要かと。ただこ

れも、先生にとって負担増となると持

続的でないので、コーディネーター的

な人を別で置くのがよいかと思いま

す。 

③ 地域の方と交流することは児童生徒に

とっても大変貴重な機会になると考え

ております。そのため、本計画案に学校

施設の地域拠点機能化についても示し

ております。交流を継続するための教員

の負担、ご指摘のセキュリティ面の不安

等についても考慮し、人的配置や ICT 機

器の導入等についても検討しながら、地

域との交流方法について検討いたしま

す。 

７ １．以前からご意見申し上げている通り、

体育館、各種専科教室、プール、校庭は、

安易に共通化せず十分な想定される授業

数やカリキュラムを想定したうえでイン

フラの確保をお願いします。また中学生と

小学生では身長も違いますのでご注意い

ただきたいです。 

１ この間、施設に関するご不安、ご心配等

のご指摘は多数いただいておりましたので、

検討事項として、再編計画にお示しいたしま

した。子どもたちの教育環境を確保するため

にも、順次検討を進めてまいります。 
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２．長い目で子どもを見守るとのコンセプ

トですが３年周期ぐらいで先生が異動さ

れてしまうと実現は難しいと思います。全

員でなくとも先生の異動周期にはご配慮

をお願いしたいです。 

 

 

 

 

２ 懇話会においても教員の異動による小

中一貫教育の形骸化についてご心配の声を

いただきました。教員の異動については、長

野県教育委員会の人事によるものですので

難しい面もありますが、新たに赴任する教員

に対して、小諸市教育委員会として小諸市の

小中一貫教育を理解し実践してもらえるよ

う、研修会等を開催するなどの検討をしてま

いります。 

３．小学生と中学生の交流は賛成ですが、

中学生は教室間移動も多いですし、小学生

とは行動も違いますので、通常時は動線が

重ならないように分離していた方が良い

と思います。 

 

 

３ これまでも小中学生の交流について、体

格の違いによる事故等が起きないか不安、心

配という声をいただきました。 

先進地視察をしたところ再編前は同様の心

配の声があったそうですが、開校後、事故は

起きておらず、「中学生のお兄さん、お姉さ

んが優しくなった。」など、小中学生が一緒

にいることで、相互に良い影響が多いことを

お聞きしました。 

小中学生の交流から生まれる子ども同士の

学びは大変重要なものであると捉えており

ます。このような姿が様々な場面で実現でき

るよう、安全面についても検討してまいりま

す。 

４．校長先生が二人いると最高責任者が誰

かわからなくなります。そりが合わないと

いうこともあるかもしれません。この点は

ご検討いただきたいです。 

 

４ 校長が一人の制度として義務教育学校

がございます。全国的にも義務教育学校を導

入する学校が増えてきております。学校再編

計画に記載の義務教育学校の導入について

も研究を進めてまいります。 

５．坂の上小学校の滑川交流について、ど

うしていくべきか市も一緒にご検討いた

だきたいです。単純に多数決ではなく、多

方面からの検討が必要と思います。 

以上、よろしくお願い致します。 

５ 他地域の先行事例によると、学校行事や

PTA 活動に関わる検討事項については、開

校のおおよそ 2～３年前に検討組織を立ち

上げて検討をしております。 

芦原中学校区の再編においても同様のスケ

ジュールで進めていくことを考えておりま

す。 

８ 再編についてお疲れ様です。 

説明会出席しましたが、どなたかが質した

統合小学校の統合方法及び校地については、

これまでも子どもたちの育ちにとってより
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ように一貫教育の理念ばかりで今回の重

要な小学校３校合併についてがあまりに

検討中だらけで大変すぎると思います。 

まずは、３校を水明か坂の上で１校にし、

その中で一貫校と理念を作り上げ、その

後、小中同敷地にすれば労力とコストは、

かなり減るのではないですか？ 

まずは水明小の校舎建てかえ、その間坂の

上小で３校合併を始めるというのが、無理

がないと思います。検討事項がいっきに減

るはずです。 

芦中への併設は次の世代で。 

良い学校を念頭に検討し本計画案に反映し

てまいりましたので、ご理解いただきますよ

うお願いいたします。 

 

９ ◎施設面に関して 

１．小学校 3 校の統廃合に際しては見合っ

た施設の整備が必要です。そこで計画案に

はない小学校用体育館の追加を要望しま

す。小中併設により、令和 10 年度には同

じ敷地に小学生・中学生合わせて約 900 人

が生活することになります。成長の度合い

が異なる児童生徒がいるため、体育館の使

用方法を工夫したとしても天候の悪い日

などに児童生徒たちが自由に使える場所

を確保する必要があると考えます。 

運動不足が社会的な問題となっている

現代において、体育館は児童たちの適切な

運動習慣を促す重要な場として役割を果

たしていることを考慮していただければ

幸いです。 

 

１ この間、施設に関するご不安、ご心配等

のご指摘は多数いただいておりましたので、

検討事項として、再編計画にお示しいたしま

した。子どもたちの教育環境を確保するため

にも、順次検討を進めてまいります。 
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２．中間説明会・市民説明会でも意見が出

ていたプールの建設について 

7 月 12日付の信濃毎日新聞で取り上げ

られていましたが、水泳の授業に関して市

教委の考え方は民間に委託していく方向

でしょうか。 

建設費用さらに維持管理費もかかるプ

ールについては悩ましい問題だと思いま

が、海のない長野県の児童生徒にとっては

学校教育の水泳は命に関わる重要なもの

です。単に費用がかかる、あるいは教師の

負担軽減にもなるということで、民間に委

託するという発想は好ましくないと思い

ます。 

説明会ではプールの建設も検討課題に

入っていました。新しい小学校が別の場所

に建設される場合、小学校専用のプールを

作ることになります。併設案では小中併用

になり、授業での運用―水深・授業の割り

振り－が難しいと考えられますが、１つの

プールで小中の水泳の授業が可能だと考

えられますか。 

２ プールについては、これまでも説明させ

ていただいておりますとおり、民間委託等も

含め様々な方法を検討してまいります。 

 

３．小学校・中学校の校舎の配置について 

計画案の校舎配置は仮のものだとの説明

でしたが、現在中学生が使用している校舎

を小学校用に改修するのではなく、小学生

用運動場に面した場所に配置することが

望ましいと考えます。休み時間に児童がす

ぐに校庭で遊べるようにすることが重要

だと思います。また、統廃合により新たな

小学校となるため、古い校舎ではなく、子

どもたちがわくわくする新しい校舎で、木

をふんだんに使ったデザインが望ましい

と考えます。 

３ 校舎の配置設計については様々な方法

が考えられます。子どもたちの学びにとって

より良い学校づくりという視点で検討して

まいります。 
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４．児童館について 

併設小中学校のそばに児童館を是非建

設していただきたいと思います。女性の社

会進出が進み、更に核家族化が進んでいる

ため、放課後の児童には居場所が必要とさ

れています。児童館が併設されることで、

保護者が安心して子どもを預けることが

でき、さらに学年の異なる児童が活動でき

る場所を確保することが「子育てに優しい

小諸市」となり、若い世代の移住につなが

ることと考えます。美南ガ丘児童館は現

在、毎日約 80 人の児童が利用しています。

令和 10 年には 600人弱の小学生が予想さ

れていますので、美南ガ丘児童館と同規模

の児童館を近くの用地を取得して建設し

ていただくことを強く希望します。 

４ これまでも放課後の居場所については

多数のご意見をいただいてまいりましたし、

教育委員会としても放課後の居場所は重要

な検討事項であると認識しております。  

そのため、現在計画案にある活用イメージ

にも学童スペースは記載しております。この

活用イメージはあくまでもイメージですの

で、今後設計が進む中で児童館の建設だけで

はなく、校舎内での機能の複合化など様々な

方法について検討を進めてまいります。 

 

５．統合後の廃校小学校の利用について 

廃校後の小学校の施設を地域の拠点と

して利用するなど、様々な意見が出てくる

と思います。維持管理などに多くの課題が

存在するため、教育委員会ではなく別の組

織で検討される方向性が望ましいと考え

ます。 

５ 学校の跡地利用については、総務部が窓

口となって関係部署との調整、連携を図りな

がら進めてまいります。 
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10 ◎検討案「教育」に関して 

１．小中一貫教育について 

市民説明会で教育長さんがおっしゃっ

た小中一貫した英語教育は重要なことだ

と考えます。小諸市の英語教育は全国的に

も進んだ取り組みでした。以前、渡辺先生

の指導のもとで「外国語教育強化地域拠点

事業」が行われ、全国対象で研究授業も実

施されました。市単独の雇用もあり、ＡＥ

Ｔ（外国語指導助手）の先生方も他の市に

比べて多いようです。また、当時は市内の

ＡＥＴ全員の授業に関するミーティング

も頻繁に開催され、その様子はコミュニテ

ィテレビこもろでも放映されていました。 

現在、問題なのは「小諸カリキュラム」

が徹底されていない、あるいは行われてい

ないことです。この課題に対処するため

に、市教委において渡辺先生に代わる資質

と情熱を持った先生（指導主事）を招聘し、

市教委が先頭に立ってＡＥＴや小学校・中

学校の先生方をまとめることが必要だと

考えます。いかがでしょうか。 

 

１ これまで取り組んできた本市の英語教

育については、今以上に充実するよう努めて

まいります。 

また、英語に関わらず小中一貫教育を進め

るうえで人材の確保は非常に重要なことで

あると捉えております。小諸市の目指す小中

一貫教育を実現し継続するためにも長野県

教育委員会にも相談しながら検討を進めて

まいります。 
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２．カリキュラムマネジメントについて 

市民説明会でも現場の声が挙がりまし

たが、小中一貫教育を実践するうえで、現

場の先生方の意見を充分に反映すること

が必要だと思います。特に統廃合が行われ

る学校の先生方には情報を丁寧に伝える

ことが重要です。現場の声なくして実践は

不可能です。 

令和 10 年に向けて、芦原中学校の先生

と該当する小学校の先生との人事交流が

必要だと考えます。いかがでしょうか。 

２ 実際に指導する教員の理解は非常に重

要であると考えております。現在、市内校長

会を中心に小中一貫教育推進委員会で検討

をしておりますので、今後、校長を通じて教

員の意見聴取等を実施する予定でおります。

教育委員会と学校が力を合わせて取り組ん

でまいります。 

 

 

 

11 ◎計画案決定後の方向に関して 

 

１．令和 10 年度の開校に向けて、様々な

委員会が設置される予定とのことですが、

各委員会には令和 10 年度に在籍する小学

生の保護者の参加を必須としていただき

たいと思います。該当する保護者の意見が

なかなか反映されていない印象がありま

すので、今後は保護者の声を丁寧に聞く機

会を設けていただきたいです。 

これからは該当する保護者自身の関

わりとなりますので、保護者の意見を重視

して進めていただけるとありがたいです。 

 

 

１ 統合校の開校に向け複数の委員会を組

織する予定でおります。教員、保護者が委員

となる委員会も発足する予定ですので、その

中で保護者の方のご意見をお聞きいたしま

す。 

 

 

２．教育委員会だけでは対応できない問題

があると思われますので、すべて教育委員

会で対応するのではなく、問題を整理し、

対応を依頼する専門部署を設けることを

提案します。 

２ 学校再編は非常に大きなプロジェクト

となります。組織内の人員配置の見直しの検

討も含め、関係部署との連携を図りながら進

めてまいります。 

12 ① これからの社会を生き抜くために ど

うしても必要な力 「主体的にかかわ

る力・自己の強みを発揮できる力・自

ら学ぶ力・社会に参画する力」とあり

ますが、力が弱い子どもに対する目標

はないのでしょうか？ 

① 力の強い弱いに関わらず、どの子の力も

育てていくための検討を重ね、小中一貫

教育を推進することといたしました。 
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② 「小 1 プロブレム 中１ギャップ 高

1 クライシス」という表現は一般的に

は浸透していないと思います。再編計

画の理解が広がるための工夫が必要と

思います。 

② 趣旨の理解が広がるための工夫に努め

ます。 

 

③ 小諸市の教育課題は「不登校の増加・

学力のばらつき」とありますが、新聞

紙上にも連日取り上げられていること

に「発達障がい」「性的マイノリティー」

「性教育」「貧困」「学校以外の学びの

場」などがあります。「多様化の時代」

に対応していくことなどを具体的に教

育課題に位置付けられないでしょう

か？「不登校の増加・学力のばらつき」

の括りでは現状に合わないと感じま

す。 

③ 小諸市の教育課題は「不登校の増加」「学

力のばらつき」のみではなく、「主な教育

課題」という意味で記載しております。

誤解を与える可能性がありますので表

記についての見直しを検討いたします。 

 

 

④ 小中一貫校のメリットが計画の中に挙

げられていますがデメリットもあるは

ずです。どのように整理しているのか

公表してほしいと思います。計画の中

にも上げていけないのでしょうか？ 

④ 小学校と中学校を併設する場合と近接

する場合それぞれのメリット、デメリッ

トについては、昨年度実施した懇話会の

中で整理し、ご意見をいただきました。

資料についてはホームページにて公開

しております。 

⑤ 小中一貫校が成功している学校はどこ

にあるでしょうか？ホームページなど

で披露されているでしょうか？ 

⑤ 文部科学省のホームページ上の「小中一

貫教育の推進について」というページに

は、全国の小中一貫教育の実践例が掲載

されておりますのでご確認ください。 

13 総合体育館の移設と合わせて屋内プール

を併設してはいかがでしょうか。 現在の

総合体育館は市街地から孤立しており、洪

水や土砂災害(急傾斜地)といった温暖化

による災害リスクの上昇が予測される場

所にあります。 移設場所としては市街地

にあり災害リスクの低い坂の上小学校跡

地が適していると考えます。 小中併設と

なる芦原中学校や、今後検討される小諸東

中学校から等距離かつ近距離に位置し、道

路や歩道環境が整っており、新しい体育館

プールに関しては、様々な方法が検討できる

と考えております。屋内プールの設置に関し

ても一つの案として検討してまいります。 
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や校庭もスポーツ施設として流用できま

す。 屋内プールは多様な市民が通年で利

用可能な施設であり、学校併設による複合

化は利用時間や方法、駐車場など制約が多

く、相応しくないと考えます。 民間に運営

を任せるのであれば民間の意見を重視し、

中長期的視点で学校跡地の利活用を進め

てください。 

14 小諸市内小学校他学校統合問題への意見

提案書（別添のとおり） 

今回、パブリックコメントの対象としている

学校再編計画(案)に関する部分は、ご意見と

して賜わります。」 

平成 28 年より多くの方からご意見をいただ

きここまで検討を進めてまいりました。計画

策定後は再編に向け進んでまいりますので、

引き続きご協力をお願いいたします。 

 






















